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抗ウイルス薬エンシトレルビル（ゾコーバ®）は、コロナ感染による味覚嗅覚障

害改善に効果があるようだ

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

【松崎雑感】

発熱期間をわずか1日短縮するだけのゾコーバに、嗅覚味覚障害を早く解消できる

効果が認められたという臨床トライアルのデータの紹介です。ただし一クール5万円以

上の薬価です。早く楽になるのなら、インフルエンザに罹った場合、発熱を1日程度早

く収めるタミフルも欲しいという方が医療者でも多いのはわかっています。QOL改善の

ために、どれくらいの費用負担が必要か、妥当かについては、感染当事者と保健財政

を見渡した場合で判断が異なるのは避けられないと思います。さらに討論が必要と思

います。私は、ゾコーバの薬価が一桁高すぎると思います。
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抗ウイルス薬エンシトレルビル（ゾコーバ®）は、コロナ感染による味覚嗅覚
障害改善に効果があるようだ

Lenharo M. New pill helps COVID smell and taste loss fade quickly 
[published online ahead of print, 2023 Oct 17]. Nature. 
2023;10.1038/d41586-023-03244-7. doi:10.1038/d41586-023-03244-7

エンシトレルビルは、軽症感染者にも投与可能であり、嗅覚味覚障害回復に
効果が見られた

コロナパンデミックの初期に、感染者の4～5割が嗅覚味覚障害を発症した。
この症状治療に効果のあるモルヌピラビルは、重症者のみに投与が認められて
いる。

しかしエンシトレルビルはその限りでない。昨年日本で緊急使用が承認された
この薬は、軽症から中等症感染者に投与が承認されている。塩野義製薬は
日本以外の国における承認を得るために臨床トライアルを実施中である。

参加者の2割が嗅覚味覚障害を訴える患者グループに対してエンシトレルビル
（125mgあるいは250mg）とプラセボの比較トライアルが行われたところ、
投与から3日の時点で、実薬群の嗅覚味覚障害継続率がプラセボ群より早く
低下したことが分かった。



7日目で250mg群はプラセボ群よりも39%嗅覚味覚障害が有意に少なくな
っている。3週間後の症状保有率は3群で差がなかった。

この知見は10月12日のボストンで行われた感染症専門家の学会IDWeek
で報告された。

藤田保健大学の感染症専門家ヨウヘイ・ドイ氏は、「特別な治療がなくとも嗅
覚味覚障害の多くは自然寛解するが、中には長期間この症状に悩まされる人
々がいる」と語った。

嗅覚味覚障害の発症率は低下中だが、ジョンズホプキンス大学の感染症専
門家アメシュ・アダルジャ氏は、パンデミック当初に比べて、オミクロン株流行期に
は、嗅覚味覚障害の発症率が低下しつつあるが、この症状自体は生活の質
を大きく低下させると語っている。

塩野義製薬は、エンシトレルビルが有症状期間をおよそ1日短縮したと報告し
ている。彼は、重症化、入院、死亡リスクを減らすことももちろん大事だが、生
活の質を落とす不快な症状を減らすことにも意義があると語った。



ゾコーバ錠の薬価は１治療単価で５万1,852円に｜第1029回／2023年4月1日号 HTML版：全
日病ニュース：全日病の発言 -全日本病院協会 (ajha.or.jp)
ゾコーバ錠の薬価は１治療単価で５万1,852円に
【中医協総会】市場規模３千億円を超えた場合の市場拡大再算定も用意
中医協総会（小塩隆士会長）は３月８日、新型コロナ治療薬であるゾコーバ錠（塩野義製薬）の薬価収載を了承した。算定薬価は125㎎１
錠で7,407.40円。１治療単価では５万1,851.80円となる。市場規模はピーク時（２年度）で、投与患者数が37万人、販売金額が192億円と予

測。予測を超えて販売金額が増えた場合に薬価を下げる仕組みである市場拡大再算定については、３千億円を超えた場合の措置を新たに設
けた。３月15日の収載となっている。

ゾコーバ錠は日本発の新型コロナの治療薬であり、高額な薬価が設定されて、投与患者数が増えると、医療保険財政に与える影響が懸念
されることから、中医協総会において事前に、薬価算定の方法を決めた。中医協総会が決めた方法に則って、薬価算定組織で薬価算定が行
われ、同日報告された。
複数の類似薬を選定し薬価算定
薬価算定の方法では、類似薬効比較方式（Ⅰ）を用いた。

中医協総会は、「対象疾患の類似性」と、「投与対象患者の類似性」のどちらを優先するかによって、算定薬価が大きく変動することか
ら、類似薬の中から複数の比較薬を選定するとの考えを示していた。ゾコーバ錠は新型コロナの治療薬ではあるが、重症化抑制効果が確認
されておらず、重症化リスク因子のない軽症・中等症患者の症状を軽減する効果が確認されている。
これを踏まえ、比較薬は、新型コロナ治療薬のラゲブリオカプセル200㎎と、インフルエンザ治療薬のゾフルーザ錠20㎎の２つが選定さ

れた。両比較薬の類似性の程度をみると、効能・効果、薬理作用、投与形態などにおいて、同等の類似性が認められた。類似性を同等とみ
なし、２剤の１ 治療薬価の平均値を求め、１ 錠7,054.80円となった。

これに有用性加算（Ⅱ）Ａの５％を加算した。ラゲブリオ、ゾフルーザのいずれとの比較でも、「薬理作用発現のための薬剤の標的分子
が既収載品目と異なる」に該当したためだ。
市場規模はピーク時で、投与患者数37万人、販売金額192億円を予測している。第９波以降もこれまでと同様の新規陽性者が発生すると
仮定し、第８波の陽性者数推計が1,200万人であることを踏まえ、陽性者の1.2％にゾコーバ錠が投与されると推計して、算出した。なお、
2023年１月16日時点では、陽性者の0.2％に投与されており、潜在的な投与患者数を勘案した。

ゾコーバ錠に対しては、特例的な市場拡大再算定のルールを適用することとしている。通常の市場拡大再算定では、年間販売額が予想販
売額の一定倍数を超えた場合に適用対象となるが、新型コロナでは感染拡大が短期間で急拡大するため、通常のルールに従うと、対応が遅
くなってしまう。このため、新型コロナの患者発生状況やゾコーバ錠の出荷量を推計し、確定値を待たずに迅速に対応できるようにする。
年間販売額を四半期ごとに推計し、市場規模が巨額になった場合に備え、３段階の市場拡大再算定を準備した。年間市場規模が1,000億円
超～ 1,500億円以下の場合と1,500億円超になった場合の再算定は、既存ルールを適用する。さらに、3,000億円を超えた場合には、３分の２
の薬価を引き下げる（▲66.7％）。厚生労働省は、これについて「万が一の措置」であるとの考えを示した。

委員は、中医協総会で決定した考え方に則って薬価が算定されたため、薬価算定案を了承した。ただ、支払側委員からは、「かなり高い
価格に薬価が設定された印象」（松本真人委員・健康保険組合連合会理事）との意見が出た。
入念な禁忌の対象者確認求める

妊娠または妊娠している可能性のある女性に対して、ゾコーバ錠は「禁忌」となっている。厚労省は、投与対象については最新のガイド
ラインを参考にすることを含め、改めて留意事項通知を発出し、注意喚起を行う。厚労省ホームページに「妊娠と薬」の頁を新たに設ける
。特に、医療機関に、患者が「妊娠していない」「妊娠する可能性がない」を入念に確認するよう求める。

https://www.ajha.or.jp/news/pickup/20230401/news10.html
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